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1. 設立趣旨
超高齢化社会を迎えている日本は、政府の掲げるロ

ボット新戦略を始めとして様々なロボットの社会実装が
現在進められております。そんな中、本学でも2019年4
月にAI&IoTセンターを開設し、ロボットの頭脳となるAI
関連の研究開発を進めてきました。

一方で、今後の政府の施策の方向性はロボットの社会
実装、ロボットエンジニアの人材育成や技術の高度化が
求められています。社会実装には、我々の身近で様々なサ
ポートを行う必要があり、ロボットの脳だけではなく身体
に当たるハードウェア開発が必須となります。

また、この福井県においても幸福度日本一と評される
一方、若者を中心とした人口流出により、農林水産業や
伝統工芸において慢性的な人手不足に陥りつつありま
す。加えて、近年多発している日本各地での大雪を始め、
未曾有の災害や環境問題に直面しております。

以上の背景から、本学の持つ最先端のロボティクス技
術や自動車関連技術を福井県の持つ「ものづくり」技術
と融合させ、地域社会のみならず地球全体の発展に貢献
していきたいという想いの基に今年4月「未来ロボティク
スセンター」が設立されました。

2. 具体的なミッション
本センターでは下記に示す4つのミッションを掲げてお

ります。
一つ目は、「最先端ロボティクスを活用した実用的開

発」です。本学の持つ最先端の研究成果を即座に活用で
きるような開発を行います。

二つ目は、「未来を見据えたロボティクスに関連する基
礎的研究」です。即座に実用化は難しいものの、近い将来
に必要となる技術に関する研究・開発を行います。

三つ目は、「持続可能な次世代のロボティクスエンジニ
アの育成」です。将来我々の後を継いでロボット開発に携
わってくれる子供たちをより多く育成するために、興味関
心を高めるイベントの実施や教材・教育プログラムの開
発を行います。

四つ目は、「地元企業等と連携し地域社会の問題解
決」です。本学の力だけですべての開発を行うことは困難
であり、特に実用化という段階では、地元企業を始めとす
る様々なご支援が必要不可欠と考えます。加えて、地域の
困り事をピックアップし、それらを解決するものづくりを
進めていきます。

3. センターのビジョン
図１は、本センターのビジョンを示したものになりま

す。本学の持つロボティクスおよび自動車に関する先端
的な研究成果・技術力を最大限活用し、身近な地域社
会の問題解決から、地球規模の環境問題の改善、さらに
は未来に人々が実現するであろう月移住の際に有効なロ
ボット開発まで、幅広い分野でチャレンジを行っていきま
す。また、持続可能な研究開発を行うため、各種ロボット
コンテストを通じて、子供たちに未来のロボティクスエン
ジニアの芽を出し、本学にて基礎的なエンジニアリング
教育を行い、地元企業の協力を得てインターンシップ等
で実践的な技術を身に付けた上で、最終的に地元企業で
活躍する人材育成をしていきます。

4. 活動の展開
図２に示すように、未来ロボティクスセンターの得意と

する「ものづくり」技術を最大限に活かし、AI&IoTセン
ターと強固に連携を取ることで、より高度で親和性の高
い革新的なシステムの開発を行います。

また、まちづくりデザインセンター、ウェルネス＆スポー
ツサイエンスセンターと連携し、より広くより深く地域社
会とつながり、人々の役に立つロボットの開発を行いつ
つ次世代の人材育成にも務めます。

さらに、ふくいPHONEXハイパープロジェクトと連携す
ることで、その開発のフィールドを宇宙にまで広げていき
ます。

このように福井工業大学のセンターがチーム一丸と
なって、すべての「知」を次世代に託し、未来へつなげてい
きます。
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5. 現在の活動状況
未来ロボティクスセンターに所属する様々な学科の教

員15名がそれぞれの専門分野を活かして、本学職員の
方々の協力もあり、現在以下の具体的な取り組みを進め
ています。 
⑴　最先端ロボティクスを活用した実用的開発

特に農業分野での活用に力を入れ、全電動式の草刈ロ
ボット（図３（a））や水田の生育管理や抑草を行うロボッ
トの開発に加え、超小型RFIDを用いた様々な状態計測
など、現場で活用できる開発を行っています。
⑵　未来を見据えた基礎的研究

地球規模の環境問題の解決を目指し、カーボンニュー
トラルに対応したバイオ燃料の研究やナノテクノロジー
を用いた先端材料に関する研究、月面での住居建設を目
的とした掘削ロボット（図３（b））の開発といった未来を
見据えた研究開発を行っています。
⑶　次世代のロボティクスエンジニアの育成

将来のエンジニアの芽を出すため、小中学生を対象と
したロボットコンテストの開催（図４）、各種プログラミン
グを学習できる地域向けの公開講座やその講座で用い
る教材の開発等を行っています。
⑷　地元企業等と連携した地域社会の問題解決

センター設立後にいくつかの自治体・企業から問い合
わせがあり、そのうちのいくつかの自治体の要望もあり、そ
の地域でロボットのプログラミング体験講座、企業と連携
したロボット製作講習会などを今年度開催予定です。ま
た、福井県でも毎年問題となっている雪害の初期対応を
行う除雪ロボットの開発も今後着手していく予定です。

6. おわりに
以上、未来ロボティクスセンターの設立背景や目的、取

り組んでいる活動、近況を報告させていただきました。今
後地域の皆様からのご要望に対応する窓口となり、最先
端ロボティクスに関する研究成果の発信や、ものづくりを
通じた地域、社会並びに教育への支援に貢献できるよう
に努力する所存です。お気軽にご連絡・ご相談をお願い
いたします。

図1　センターのビジョン

図2　チームFUTの展望

（a） バリカン型草刈ロボット

（b） 月面掘削ロボット
図3　本学で開発中のロボット

図４ 本学主催のロボットコンテストの様子
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